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国
民
健
康
保

険
料
が
高
す
ぎ

て
払
え
な
く
な

り
、
無
保
険
状

態
に
な
っ
て
い

る
人
が
大
勢
い

ま
す
。
昨
年
10

月
に
大
阪
社
会
保
障
推
進
協

議
会
が
行
っ
た
門
真
国
保
実

態
調
査
の
結
果
報
告
を
聞
き

ま
し
た
▼
国
保
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
加
入
す
る
協
会
け

ん
ぽ
や
組
合
健
保
な
ど
の
加

入
対
象
に
な
ら
な
い
人
全
て

が
加
入
し
ま
す
。
今
、
国
保

加
入
者
の
約
55
％
が
無
業
者

で
、
国
保
の
加
入
者
は
公
的

医
療
保
険
の
中
で
１
番
所
得

が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
も
高
い
保
険
料
を
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
▼
門
真
市
の
場

合
で
も
、
所
得
２
０
０
万
円

の
四
人
世
帯
（
40
代
夫
婦
と

未
成
年
の
子
２
人
、
２
０
０

９
年
度
）
で
、
国
保
料
が
約

42
万
円
。
高
額
の
保
険
料
の

た
め
、
門
真
市
の
国
保
料
の

滞
納
率
は
約
７
割
と
な
っ
て

い
ま
す
▼
実
態
調
査
の
結
果

で
は
、「
国
保
料
が
高
い
」と

い
う
声
が
多
く
、
食
費
な
ど

を
削
っ
て
収
め
て
い
る
、
滞

納
が
長
引
き
無
保
険
と
な
っ

て
い
る
、
医
療
費
負
担
の
高

さ
か
ら
受
診
を
抑
制
し
て
い

る
等
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
▼
生

活
が
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
高

い
保
険
料
、
払
え
な
け
れ
ば

制
裁
措
置
と
い
う
対
応
は
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。
弱
い

立
場
の
人
は
逆
に
何
も
言
え

な
い
状
態
も
あ
る
中
、
こ
う

い
っ
た
調
査
で
声
を
拾
い
上

げ
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

（
さ
）

6月12日（土）～13日（日）

　

全
体
集
会
で
は
、
派
遣
切

り
、
高
学
費
の
解
決
に
向
け
て

の
訴
え
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
職
が
な
く
学
費
滞
納
で
定

時
制
高
校
を
退
学
寸
前
と
な
っ

た
、
建
設
労
働
者
で
は
一
人
親

方
・
無
保
険
な
ど
、
非
正
規
問

題
が
恒
常
的
に
あ
る
〝
ブ
ラ
ッ

ク
会
社
〞
に
不
当
解
雇
さ
れ

た
、
夢
に
見
た
パ
テ
ィ
シ
エ
の

仕
事
が
過
酷
で
１
ヵ
月
で
体
を

こ
わ
し
た
、
な
ど
切
実
な
も
の

ば
か
り
。
路
上
生
活
を
経
験
し

た
若
者
の
話
に
は
、
会
場
か
ら

ど
よ
め
き
が
起
き
ま
し
た
。

　

日
弁
連
会
長
か
ら
は
、
反
貧

困
対
策
本
部
設
置
の
と
り
く

み
、
青
年
が
集
ま
る
イ
ブ
ニ
ン

グ
メ
ー
デ
ー
な
ど
各
地
の
運
動

の
盛
り
上
が
り
な
ど
の
紹
介
、

湯
浅
誠
氏
は
、
青
年
を
苦
し
め

る
生
活
苦
・
孤
立
、
で
も
仲
間

が
い
る
か
ら
一
緒
に
や
れ
る
、

そ
の
絆
が
大
事
と
話
し
ま
し

た
。
青
年
が
、
口
々
に
仲
間
の

大
切
さ
、
労
働
組
合
の
あ
た
た

か
さ
を
語
っ
た
集
会
で
し
た
。

　

集
会
の
後
は
、
青
空
の
も
と

明
治
公
園
か
ら
原
宿
を
元
気
に

ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
し
た
。

府
職
労
青
年
部
は
、
翌
日
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

 

（
青
年
部
長　

堀
野
英
昭
）

前列左から　記虎さん、浦田さん、茂内さん
後ろ左から　山田さん、加藤さん、池田さん
右端　堀野さん　　　　　　　　　　　　

　５月16日東京・明治公園にて、「ナッ
トクできない派遣法改正！とりもどそ
う！働くよろこび、生きる希望」をメイ
ンスローガンに全国青年大集会2010があ
りました。全国から5200人の青年が集ま
り、府職労からは、７名が参加しました。

５月16日 in 東京５月16日 in 東京

全国青年大集会と
り
も
ど
そ
う
！

働
く
よ
ろ
こ
び
、生
き
る
希
望

ナットクできない派遣法改正！ナットクできない派遣法改正！

参参  

加加  

者者  

のの  
声声  　
　
　
　

  

＊＊

　住民のために働くということ、自治
体・公務公共の仕事の意義などについ
てみんなで考えて学ぶ場です。

池田保健所　池田亜弥子さん
　ディズニーランドに行けることに
惹かれて、初めて組合のイベントに
参加しましたが、大会がどういうも
のか全くイメージができませんでし
た。前のステージで、派遣の雇い止
めにあった人や、アルバイトをしな
がら定時制の高校に通う高校生な
ど、様々な境遇の人が演説をし、聞
いている人達が、拍手で賛同してい
る様子が印象的でした。

☆
藤井寺保健所　加藤佐織さん
　全国青年大集会は若者たちの熱い
思いではちきれそうでした。不当解
雇や路上生活体験の演説あり、歌あ
り踊りあり派手なコスチュームのパ
フォーマンスありと賑やかなもので
した。
　デモ行進もロック音楽やＤＪ風の
語りにのったもので、街行く観光客
が楽しそうに写真を撮ったりしてい
ました。非正規雇用者が増えるなど
生活が困難になっていく状況をこの
パワーで吹き飛ばせたらなあと思い
ました。

☆
和泉保健所　浦田民恵さん
　ＴＶや新聞の中だった青年の路上
生活やブラック会社の存在。仕事が
ない・切られて、のたれ死ぬかもし
れなかった…、舞台上からの話に息
をのみ続けました。でも、たどりつ
いた先は、見知らぬ人がおにぎり握
って応援してくれる、一人では挫け
そうでも仲間がいる労働組合だっ
た、と語る青年の笑顔の清々しさ。
当たり前のことが壊されすぎてい
る、行進ではそんな気持ちで皆と大
阪弁でアピールしました。

急性期・総合医療センター
 記虎由貴さん
　新聞やニュースで報道されている
雇用問題について今までは身近に考
えることができませんでしたが、今
回集会に参加していろんな人の話を
聞く事ができ、一労働者として身近
な問題であるという認識を持つきっ
かけとなりました。そして何千人と
いう仲間がいることに驚き、とても
心強いと思いました。初めての参加
でしたがとても貴重な時間でした。

☆
池田保健所　山田麻記子さん
　初めて青年集会に参加させていた
だきました。同世代の方の訴えは、
どれも切実でつらいものでしたが、
全国から集まった仲間のパワーはす
ごく、仕方ないとあきらめていた自
分に少し元気をもらった気がしま
す。とっても楽しい２日間でした。
ありがとうございました。

☆
府職労書記　茂内梨香子さん
　派遣で寮生活をしていた彼は、立
ち話５分で解雇通告・寮立ち退きを
言い渡されたとき、仕事がなくなる
よりも、住む場所がなくなることの
方が不安だったと語りました。仕事
と同時に住む家をなくす不安は「派
遣だからしようがない」と片付けら
れるものでしょうか。
　「派遣で働くのが当たり
前」から「正規で働くのが当
たり前」の社会に戻すには、
労働者派遣法の見直しが必要
だと思いました。一緒に行っ
たメンバーとそんな思いを共
有できてよかったです。

青年自治研集会青年自治研集会
　　　　　in 静岡　　　　　in 静岡


